
他

他

他

小
野
寺　

淳
議
員　

本
年
が
最
終

年
度
と
な
る
﹁
府
中
市
住
宅
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
﹂
に
基
づ
き
、
中
堅

勤
労
者
世
帯
や
若
年
フ
ァ
ミ
リ
ー

層
等
を
対
象
と
し
た
住
宅
政
策
の

推
進
や
東
京
都
な
ど
の
公
共
住
宅

供
給
と
本
市
と
の
連
携
し
た
住
宅

施
策
の
確
立
を
求
め
て
き
た
。

　

し
か
し
、
厳
し
い
経
済
環
境
で
、

住
宅
の
供
給
は
進
ん
で
い
な
い
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
今
後
、

市
内
の
公
共
住
宅
の
供
給
に
つ
い

て
大
き
な
変
更
が
あ
る
か
聞
き
た

い
。

生
活
文
化
部
長　

都
の
新
た
な
住

宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
、
供
給
、

管
理
戸
数
を
抑
制
し
て
い
く
と
の

こ
と
だ
が
、
市
が
供
給
す
る
住
宅

に
つ
い
て
は
増
戸
を
図
る
と
い
う

方
向
性
を
堅
持
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　

し
か
し
、
建
替
え
に
よ
る
戸
数

の
増
加
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
、

新
た
な
視
点
で
住
宅
供
給
の
在
り

方
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　

分
倍
河
原
駅
周
辺
地
区
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
︱
そ
の
３
︱

高
野　

律
雄
議
員　

保
育
施
策
に

つ
い
て
は
、
多
様
な
保
育
サ
ー
ビ

ス
の
供
給
は
も
と
よ
り
、
待
機
児

解
消
を
最
重
点
課
題
と
し
て
展
開

し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
明
確
な
待
機
児
解
消

策
が
見
出
せ
な
い
の
が
実
情
で
あ

る
。
長
引
く
景
気
低
迷
に
よ
る
財

政
事
情
や
保
育
環
境
の
変
化
か
ら
、

よ
り
、
充
実
し
た
子
育
て
支
援
を

行
う
た
め
に
は
幅
広
い
視
野
で
大

胆
な
改
革
が
必
要
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
市
の
目
指
す
保
育
所

運
営
の
在
り
方
に
つ
い
て
基
本
的

な
考
え
を
聞
き
た
い
。

市
長　

子
供
の
健
や
か
な
成
長
を

支
援
す
る
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
優
先

す
る
と
と
も
に
、
子
育
て
家
庭
へ

の
支
援
策
と
し
て
延
長
保
育
や
一

時
保
育
、
子
育
て
広
場
事
業
な
ど
、

保
護
者
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
て
い
く
。

　

ま
た
、
多
様
な

経
営
主
体
に
よ
る

保
育
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
な
が
ら
、

行
政
と
し
て
の
努

力
と
民
間
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら

待
機
児
の
解
消
に

努
め
て
い
き
た
い
。

宮
本　

武
蔵
議
員　

く
ら
や
み
祭

り
に
お
け
る
大
太
鼓
巡
行
は
、
市

民
の
大
切
な
行
事
と
し
て
、
今
日

ま
で
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
。

こ
の
歴
史
あ
る
文
化
を
大
切
に
保

存
、
伝
承
す
る
と
と
も
に
観
光
資

源
と
し
て
、
行
政
が
支
援
し
て
い

く
こ
と
は
、
大
い
に
意
義
が
あ
る

こ
と
と
思
う
。

　

そ
こ
で
、
我
が
市
の
誇
れ
る
太

鼓
文
化
を
保
存
し
、
市
民
が
太
鼓

に
触
れ
る
機
会
を
提
供
す
る
と
と

も
に
、
府
中
市
を
全
国
に
発
信
し

て
い
く
た
め
の
観
光
資
源
と
し
て
、

大
太
鼓
を
作
る
考
え
は
あ
る
か
。

市
長　

く
ら
や
み
祭
り
に
お
け
る

大
太
鼓
の
巡
行
は
、
多
摩
地
域
の

祭
礼
に
も
影
響
を
与
え
る
と
と
も

に
、
く
り
抜
き
太
鼓
と
し
て
は
全

国
で
も
有
数
の
大
太
鼓
が
市
内
各

地
域
に
17
張
り
あ
り
、
全
国
に
誇

れ
る
太
鼓
文
化
で
、
府
中
囃
子
と

と
も
に
貴
重
な
伝
承
文
化
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
多
く
の
市
民
が
、
大
太

鼓
に
触
れ
ら
れ
る
よ
う
な
工
夫
も

必
要
で
あ
る
と
考
え
、
現
在
内
部

で
検
討
を
進
め
て
い
る
。

手
塚　

歳
久
議
員　

４
月
か
ら
公

立
学
校
の
完
全
週
５
日
制
が
実
施

さ
れ
た
。
市
で
は
教
育
委
員
会
を

中
心
に
万
全
の
準
備
と
対
応
に
努

め
て
き
た
と
思
う
が
、
受
験
制
度

に
対
す
る
不
安
や
疑
問
の
声
が
聞

か
れ
、
ま
た
、
部
活
動
や
学
校
行

事
に
つ
い
て
心
配
す
る
声
も
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
学
校
完
全
週
５
日
制

が
導
入
さ
れ
大
き
く
変
わ
っ
た
点

を
聞
き
た
い
。

教
育
長　

学
校
週
５
日
制
の
実
施

に
伴
い
、
子
供
た
ち
は
家
庭
や
地

域
社
会
で
の
生
活
時
間
が
増
え
た
。

そ
の
時
間
で
、
自
分
の
興
味
や
関

心
に
応
じ
、
多
様
な
活
動
を
行
い
、

こ
れ
に
よ
り
個
性
が
伸
長
さ
れ
主

体
性
が
育
つ
も
の
と
考
え
る
。

　

新
学
習
指
導
要
領
が
目
指
す﹁
生

き
る
力
の
育
成
﹂
は
、
週
５
日
間

の
学
校
教
育
と
土
・
日
の
子
供
の

主
体
的
な
活
動
の
両
方
に
よ
り
実

現
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、

市
と
し
て
も
、
学
校
の
休
日
に
、

意
欲
的
に
多
様
な
活
動
が
取
り
組

め
る
よ
う
支
援
し
た
い
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
実
験
運
行

及
び
本
格
運
行
の
準
備
状
況
に
つ
い

て　

他
１
件

松
村　

寿
志
議
員　

市
の
西
部
地

域
は
、
幹
線
で
あ
る
鎌
倉
街
道
が

東
八
道
路
と
接
続
し
、
交
通
の
利

便
性
と
共
に
商
店
も
進
出
し
、
市

民
生
活
に
大
き
な
変
化
が
も
た
ら

さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
南
武
線
の
新
駅
設
置
が

具
体
化
し
、
今
後
、
人
が
集
ま
り

交
流
が
盛
ん
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
際
、
犯
罪
や
災
害
が
多
発
す

る
こ
と
は
、
多
く
の
都
市
の
状
況

か
ら
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
災
害

に
強
い
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
を
進
め

る
う
え
で
、
西
部

地
域
の
課
題
を
聞

き
た
い
。

環
境
安
全
部
長　

　

市
は
地
域
防
災

計
画
に
基
づ
き
整

備
を
進
め
て
い
る
。

　

消
防
ポ
ン
プ
車

の
配
置
も
一
定
基

準
を
満
た
し
て
い

る
。
ま
た
、
自
主

防
災
組
織
の
育
成
や
自
治
会
等
で

実
施
す
る
防
災
訓
練
の
支
援
な
ど

を
行
い
、
自
己
救
護
力
の
向
上
も

図
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
西
部
地
域
に
お
い
て

は
、
今
後
、
都
市
化
の
進
展
や
人

口
増
加
等
の
環
境
変
化
が
予
想
さ

れ
る
た
め
、
施
設
の
充
実
は
必
要

と
考
え
て
い
る
。

奈
良
崎　

久
和
議
員　

市
で
は
こ

れ
ま
で
、
教
育
に
つ
い
て
財
政
面

も
含
め
多
く
の
力
を
結
集
し
、
様

々
な
施
設
整
備
や
設
備
面
で
の
教

育
の
充
実
が
図
ら
れ

て
き
た
。

　

新
世
紀
を
迎
え
、

教
育
の
重
要
性
が
更

に
高
ま
る
中
、
こ
れ

ま
で
の
学
校
整
備
計

画
を
見
直
し
、
新
た

な
ニ
ー
ズ
を
織
り
込

ん
だ
総
合
的
な
方
策

や
計
画
を
再
構
築
す

る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

学
校
教
育
部
長　

施
設
整
備
に
つ

い
て
の
総
合
的
な
計
画
、
建
替
え

等
を
含
め
た
長
期
的
な
展
望
に
つ

い
て
は
、
近
年
、
新
た
な
課
題
と

し
て
出
て
き
た
教
室
の
冷
房
化
等
、

総
合
的
に
見
直
し
て
、
今
後
の
整

備
計
画
を
つ
く
る
こ
と
が
急
務
で

あ
る
と
考
え
る
。

　

今
後
も
、
関
係
課
や
教
育
委
員

会
内
部
で
打
合
せ
を
持
ち
、
総
合

的
な
計
画
を
立
て
て
い
き
た
い
。

議
員　

太
陽
光
発
電
や
屋
上
緑
化

の
導
入
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

学
校
教
育
部
長　

校
舎
の
構
造
上

の
問
題
も
あ
る
の
で
、
大
規
模
改

修
や
建
替
え
等
の
と
き
に
は
、
十

分
検
討
し
て
設
置
を
し
て
い
き
た

い
。
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市民が触れられる

　　　大太鼓を検討している

公
共
住
宅
の
供
給

現
在
の
経
済
状
況
で
変
更
が
あ
る
か

市
が
供
給
す
る
住
宅
は

　
　
　

増
戸
を
図
る
方
向
で
進
め
た
い

学
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完
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週
５
日
制

学
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週
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日
制
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き
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変
わ
っ
た
点
は
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画
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し

学
校
整
備
計
画
を
見
直
し

　
　

総
合
的
な
方
策
の
再
構
築
は

　
　

総
合
的
な
方
策
の
再
構
築
は

新
た
な
課
題
等
を
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直
し

新
た
な
課
題
等
を
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直
し

　
　

総
合
的
な
計
画
を
立
て
て
い
く

　
　

総
合
的
な
計
画
を
立
て
て
い
く

都市化の進む西部地域

　災害に対する課題は

環境変化に応じた

　　施設の充実が必要

学
校
整
備
計
画
を
見
直
し

　
　

総
合
的
な
方
策
の
再
構
築
は

新
た
な
課
題
等
を
見
直
し

　
　

総
合
的
な
計
画
を
立
て
て
い
く

︵　

は
そ
の
他
の
質
問
︶

︵
４
〜
７
ペ
ー
ジ
上
段
ま
で
︶

▲休み時間に校庭で

市
議
会
定
例
会
で
は
、
提
出
さ
れ
た
議
案
を
審
議
す
る
ほ
か
に
、
一
般
質
問
と
し
て
、
各
議
員
が
市
政
全
般
に
対
し
て

質
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
回
は
　
人
　
件
の
一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

住
宅
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
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▲防災センターと消防ポンプ車


